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   の戦略  

 
 
 

 この戦略は、JICA技術協力のフェーズI 2009年 月から2011年 2月 とフェーズII（2011

年 2 月から 2016 年 月）および技術協力終了後のエクアドル側の自助努力によるチンボラ

ソ県の貧困削減のための持続的総合農村開発の戦略である。た し、事業 は、JICA 技
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Ｉ．全体戦略 

 
1. 現状  

 

 エクアドル共和国チンボラソ県は、シエラ（山岳）地域のほぼ中央部に位置する約40万

人を抱える地方県である。このチンボラソ県は、貧困ライン以下の人口の割合が64％を占

めている。先住民族が多く、県人口の70％が居住する農村部における貧困は、大気な社会

問題となっている。 

 貧困の主な要因としては、農業所得の低さにと劣悪な生活環境（教育、医療、基礎イン

フラなど不整備）が挙げられる。またこれらに、自然環境劣化（過度な伐採による流域荒

廃や土壌浸食など）が加わる。「水と土」は、農業と農村生活に最も重要な資源である。

これらのことが、貧困の悪循環につながっている。 

 このような複合的な要因からもたらされた貧困問題を削減するためには、セクター横断

的な総合開発の視点で考えられたプログラム協力が有効である。同時に、これらの取り組

みを通して、関係行政政府の組織能力向上を行っていくことが、貧困削減を図るために重

要である。  

 そこで、参加型の持続的総合農村開発実施体制を整備することを目的とした技術協力プ

ロジェクトが、我が国に要請され、2008年に事前調査団が訪れた。2008年11月26日に、県

庁、国際協力庁、農牧漁業省、環境省、教育省、保健省により、RDとミニッツが署名され

た。これらに基づき、2009年2月24日からJICAとの国際協力であるチンボラソ県貧困削減の

ための持続的総合農村開発実施体制強化プロジェクト（通称“Minka Sumak Kawsay”プロ

ジェクトが開始された。本プロジェクトのフェーズIは、2011年2月までの2年間であり、フ

ューズIIは、2011年3月から5年間が想定されている。フューズIIは、フューズIが構築した

モデルと実施体制を検証・改善して、持続的総合農村開発の手法を確固としたものにし、

実施体制を定着させることを目指すものである。 
 フェーズIは、2009年にベースライン調査を行い、開発モデルを提示し、2010年にはパイ

ロットプロジェクトを実施することになっている。2009年10月末より4分野の短期専門家が

来て、カウンターパートともに、フェーズI(2009年3月から2011年2月)とフェーズII（2011
年2月から2016年3月）および技術協力終了後のエクアドル側の自助努力による持続的総合

農村開発の戦略作成を行った。 
 
2. 持続的総合農村開発の全体戦略 
 
(1) 主要課題 

 

プロジェクトは、対象村落の現状やニーズを把握するため、9村について、現地踏査、ベー

スライン調査（村議会や村人に対するインタビュー調査やアンケート調査）、参加型ワーク

ショップを行なってきた。これらの調査結果や、専門家やカウンターパートの意見、経験、

知識に基づいて、図 1のように、農村の主要な問題点が整理された（図 1参照）。 
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主要問題の分 を通して、農村の問題が、複合的 因によって構成されていることが

確 された。これらの 因は、主に、農牧生 、環境、保健、教育の 4 分野に関わるもの

である。プロジェクトは、これら 4 分野から農村部の問題に対して対 を考えていく。

部門の現状と 題に関しては、部門 の戦略において に後 される。 

4 部門が に取り わないものとして、インフラと 所得源 の問題がある。インフ

ラ開発は、 、水 ービス 、保健施 のように、大きな資 を 要とする。し

かし、プロジェクトは、自助努力に重点をおく考え方から、お のかからない開発方法を

するものなので、資 が られている。プロジェクトが にインフラ部門に取り組

のは しい。しかし、インフラ部門は、農村開発にとって重要である。そこで、プロジ

ェクトは、戦略実施体制で るように、インフラ び経 所得の技術 グループを

置することを考えている。このグループは、インフラ開発 び 所得源の 能 を し、

活 を調整し、 国際 関などのようなプロジェクト の と を みるものである
1。  

 さらに、行政側の問題も している。持続的農村総合開発を実施するシス ムが不

分であると考えられる。 1 に、農村の人 を指 し、農村開発を し、農村の人 を行

政側に結び けるような、農村と行政の間に位置する人的資源が不 分である。 2 に、

総合農村開発を実施していく組織的 カニズムが不 分である。 に、総合農村開発を

実施する方法 が不 分である。 

 主要 題の分 からプロジェクトが取り組まなけれ ならない目的が かれる。それは

のようなものである。 

 所得の向上と農村生活環境の改善を通して総合農村開発を行う。 

 総合農村開発を実施する行政組織シス ムを確 する。  

 
 
 

                                                  
1 なみに、日本政府に関係する としては、 A A が 理している 2 R 見 り資 と、日本大

が 理している A C がある。     
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(2)  

 

これらの目的を 成するには、 のような方法が 要である。 

 

1) 農村開発 の持続的  

農村の低開発は、 な複合的要因によって き こされている。 って、 な協力とは、

農村開発に つように、 な部門を組み合わせたプログラムとなると考えられる。 

 農村開発は、人間の 保 の 部である。人間の 保 は、 保 の総合的 として

発 してきた。人間の 保 は、 の最終的 である人間に 点を てた である。

生活の保 と 人と共同体の能力開発に重点を置く考えである。それは、人間の 保 の 部

であり、生活の な側 の総合的開発を 要とするものである。 

 総合農村開発を 成するためには持続的努力が 要である。 なら、生活の多くの要 を改

善していくには、 い時間がかかるからである。持続的農村開発を実施していくには、農村住民

のイニシア による 的参加が 要である。 

カウンターパート組織と関 関の間の調整と しを通して、共同体の効果的参加に基づい

て、持続的総合農村開発に つ活 を実 していくことが重要である。 

 

2) の の  

 

農村の主要 題の分 から、重要な中 的部門として、 のものが考えられる。農牧生 、環境、

保健、教育、インフラ、 所得源 。部門間の ンケージ戦略を参照されたい。  

 

( )   

 

1)  

 対象農村部の生活改善 

プロジェクト終了後、自助努力を通して、最終的に目指される目 である。 

 

2) の  

 持続的総合農村開発モデルの構築 

このモデルは、効果的で、 があり、カウンターパートの能力で実行 能なものでなけれ

ならない。 

 カウンターパートによる開発実施体制の構築 

モデル 落におけるパイロットプロジェクトの実施を通した体制の整備、体制構築の目的の理

、 来における農村開発事業の 続と 大が 要である。 

 

( ) の  

 

.  2 2 11 2  

     パイロットプロジェクトの実施 

     開発実施 組織の構築 

.  2 11  

    後 事業の実施 

 

( )  

 

1)   

 の の  
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4   C   
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 C  C   

 C  C  C   

 C  C   

 C  C  R   

 

2)    

  の   

 

( )  

 

1) . 

技術協力実施、日本人専門家の 、業 に 要な 、カウンターパート 、日本人専門家

の業  

 

2)  

フ シ ーターの 期 、 部門の技術 ベルの技術 グループの 成、プロ

ジェクト 理事 所の 置、活 の分 、事 所施 と 要な  

 

( ) 戦略 体  

 

総合農村開発戦略実施体制を、図 に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合同調整委員会；年間計画の検討と承認

プロジェクト運営委員会；事業計画と執行

技術支援グループ
農牧、環境
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保健
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教育

技術支援グループ
インフラ、収入源創出

ファシリテーター
名 普及員）

ファシリテーター
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ファシリテーター
名 普及員）

リオバンバ郡

 

コルタ郡
 

 

   

グアモテ郡

プロジェクトマネジメントオフィス；
マネージャー、アシスタントマネージャー
コーディネーター、秘書、各セクターからのスタッフ

ＪＩＣＡ
専門家

技術支援グループ
ファシリテーター訓練
各週１回の会議
各週 回の現場活

技術支援グループ
方法論

他の技術支援グループは、ＣＰＣＨ職員と、省庁県事務所職員で構成さ

れる。

方法論の技術支援グループは、 Ｈと 職員で構成される。

図 開発戦略実施体制

常勤
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合同調整 会 CCC が、方 を め、活 を点検し する。プロジェクト 会 

C  が、プロジェクトに関する び実施を指 する。プロジェクト ジ ント フ ス

がプロジェクトを 理する。 

 フ シ ーターが、プロジェクト ジ ント フ スの指 下で 落の農村開発

を指 する。技術 グループは、 フ シ ーターを技術的に し、 要に

て 落で技術指 を行う。   

 
カ ー 主要業   

合同調整 会

CCC  

 年間 の検 と   

 プロジェクト 状 の検 と  

 主要 題 び不 の事 に関する検 と意見

 

 調整  

6 月 とに

トで開  

プロジェクト

会 C  

 の   

 モニターと  

 活 の割 て 

  の関係 関との調整 

月 ン

で開  

プロジェクト

ジ ント フ ス 

A  

 プロジェクト 理 

 CCC  C に 提  

 プロジェクト 上 要な業  

 

ージ ー  プロジェクトの ントロール 

 プロジェクトの 部組織との関係調整 

 プロジェクト 上 要な業  

 

ージ ー  ージ ーの  

 プロジェクト 上 要な業  

 

調整   部門間の関係調整 

 プロジェクト 上 要な業  

 

4 名の技術   部門の活 を  

 部門について を   

 部門の技術 グループに参加 

 プロジェクト 上 要な業  

 

 

フ シ ーター 

 農村開発を指 し する 

 技術的 を ける 

 落で農民 を する 

 活 をモニターする  

 プロジェクト 上 要な業  

 

通 の

より多くの

事を行う  

技術 グループ 

 A  

 を する 

 状 に て 落で技術 を行う   

 モニタ ングに参加する  

 プロジェクト 上 要な業  

技術 はプロ

ジェクトのた

めに 2日

く。 
 
( ) の  

 
JICAによる技術協力プロジェクトは、開発モデルの構築と、開発実施体制構築を目指している。

パイロットプロジェクトは、モデル 落で実施される。プロジェクト 目 を 成するため、

パイロットプロジェクトの実施の結果と教 が される。 

 持続的総合農村開発を 成するには、持続的な活 が 要である。技術協力終了後、自助努力

を通して、総合農村開発 成のための活 を、エクアドル側が 続し、 させていくことが期

される。（図 を参照。） 

 



 

 

の技術

開発モデルの構 開発事業実施体制の整

フェー
 

フェー
 

クア ル る
活 の と普及）

合農 開発

イロットプロジェクト

イン クト

成 教訓

図 の と る の 成

モデル

 
 
( )  

 

1) Ｉの  

パイロットプロジェクトは、後 プロジェクトに、持続的総合農村開発に関する教 を提 する

ために、モニタ ングと を行わなけれ ならない。 

 
活   

モニタ ング び の指 の 定 プロジェクト ジ ント

フ ス A 、 技術 グルー

プ A  、専門家 

定期的にモニタ ングを行い、 A に する   フ シ ーター、  

A 、 A  

終了以前にパイロットプロジェクトの を行う A 、関 組織、 落、専門家、  

フ シ ーター、そ

の  

CA 終了前に参加型 を行う CA 参加 、 フ シ

ーター 

ベストプラク ス を確 する A  、専門家 

モニタ ング び の結果をまとめ、 する A  、専門家 

結果に基づき総合農村開発の戦略と を 検 する A  、専門家 

総合農村開発の提 されている方法とモデルを 検 す

る 

A  、専門家 

落農民 の スト教 と フ シ

ーター の ニュアルを作成する 

A 、 A 、専門家、 フ

シ ーター 

開発方法に関する ニュアルを作成する A  、専門家 

 
 
 
 



 

 

 2)  

フェーズ II は、技術協力終了後、自助努力によって、エクアドル側が行うプロジェクトに対し

て、持続的総合農村開発についての教 を提 するために、モニタ ングと を行わなけれ

ならない。 

 
活   

モニタ ング び の指 の 定 プロジェクト ジ ント

フ ス A 、 技術 グルー

プ A  、専門家 

定期的にモニタ ングを行い、 A に する   フ シ ーター、  

A 、 A  

プロジェクトの中間 び終了時 を行う A 、関 組織、 落、専門家、  

フ シ ーター、そ

の  

CA 終了前に参加型 を行う CA 参加 、 フ シ

ーター 

ベストプラク ス を確 する A  、専門家 

モニタ ング び の結果をまとめ、 する A  、専門家 

結果に基づき総合農村開発の戦略と を 検 する A  、専門家 

総合農村開発の提 されている方法とモデルを 検 す

る 

A  、専門家 

ストと ニュアルを作成する A 、 A 、専門家、 フ

シ ーター 

プロジェクトが確 した開発モデルを げるため開発モ

デル ニュアルを作成する 

A  、専門家 
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の戦略 

1.農 ) の  

的  

 対象地域の住民は な分野の問題をかかえているが、それに対 するために 活 を行い、

会を提 できる人 は、す てのセクターを通 て なく、農民の 会は に 定

されている。この な状 に対して、セクター間の 協力を し、 人の が、地域住

民の持つ な分野に関する ニーズに対し、総合的に えられるような、住民 イドでの

け れの 組みを農民 （ CA）の手法を って構築する。同時に ルチセクターで関 するこ

とによる 効果や、セクター間で重複する 題を 化する の効果も期 する。 

・  

 共同体 に組織された農民 を住民の総合的な能力強化のためのプラットフ ームとして位

置づけ、住民の多 なニーズに対して環境・農業・保健・教育のそれ れの分野から な知識・

技術を提 できるように ・調整していく。多 化したニーズに対するフ シ ーター（プ

ロジェクト ）の な技術不 は、関 省庁や 関の技術 の ートを し、

の技術 による能力強化を実施したり、 の として調 することとする。そ

れ れの分野における協調関係と能力強化の ー の事 に関しては下図に示した。 

 

 
 

2. の  

以 でも、教育セクターと健 セクターによる「 での健 プログラム」や農業セ

クターと教育セクターによる の、セクター間の協調活 を実施していく。 
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. 戦略 

.農 開発戦略 

 

1.現状 

1 農 業 

参加型アンケート調査では、有 農法を実施しているという結果もあるが、家 を

作土に しているのみで、実際には有 （ ）の は行われていない。その

ため、作 が 発されており、低 の 因となっている。これは、有 が得

られるような発 過 を していないためである。化 、農 も が見られる

が、 の り、 されている方法では施 、 は行われていない。 

また、 が に さく、過 な 作が行われている（対象 落の保有

は、1 6 度であるが、1 は 0 2 度のものも多く見られる）。 

さらに対象 落では、地域固有 が われつつある。農 は生活の となっている

が、 （ 作 ）の が れている。 

の状 については、ほと どの農家が自家 の家 を 育している。土壌劣

化、 水の不 などが 因で 基 が である。 

 

2 作地の 度の低下  

対象 落は 地の多いシエラ地 に位置している。 落の 地は、ミニフンデ

の で 地に 行している。 地は、不 な開 により作土がほぼ流 してお

り、地力が低下している。 な 所も かに しているが、 作地に占める割合

は参加型アンケート調査によると 、 割 度であり、 期間にわたる 作で して

いるため、劣化が 行している。 

  

ーケ ング 

A A 主 により、 農家が生 を する  C の開 が見られるが、

本地域の対象 落ではま 自家 の農 を確保することが 先的である。農業

生 の低さから も低いため 源は しい。 については、 先が ない、

の農 の が困 、 い で 人に されてしまうなどの問題を抱え

ている。 

 

2.課題 

 

1 農 業 

・ 有 （ の は、行われていない。また化 、農 も が見られるが、

技術による はされていない。 

・ が に さく、過 な 作が行われている。 

・ 固有 は われつつあり、 （ 作 ）の が れている。 

・ 土壌劣化、 水の不 などが 因で 基 が であり、農 の は低い。

中型 大型家 の 1農家あたりの は ない。 

 

2 土地の 度 

 地では、不 な開 により土壌が 食、 化しており、農業生 に不 な土地

が 域に している。（土壌保 、有 の 要 ）  

 な 作地においても、 年の 作により、 度の低下が生 ている。（有

の 要 ） 

 

（ ） 

ミニフンデ の問題については、地域の 的な問題であるため、本プロジェク

トでは取り上げない。 
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ーケ ング 

・ 対象地域では農業生 は低く、生 の大部分は自家 に されるため、

源は しい。 

・ については、 先が ない、 の農 の が困 、 い で 人

に されてしまうなどの問題を抱えている。 

 

 . 的 

1 体目的 

 

チンボラソ県において、 パシ ービルデ ングされた村落の 的能力を め

るために、自発的な村落の参加および関係 関の参加を通し、農 業の向上に す

ること。  

 

2 目的 

1  農 業 

技術による農 の生 向上に すること。 

2  土壌の 度（土壌保 ） 

土壌、 生、水などの自然資源の悪化を 減すること 

 ーケ ング 

地域農業の ーケ ングの 組みの見 しに する。 

 

 

.開発  

チンボラソ県 9村を対象とする。 し、 A  II では、下 の 落以 の活 も

検 する。  
 

   

     
  

   
   

 

    

 

  
  

 
  

 
.  

 
1 落につき 1 所、 1 の農民 を実施することで、上 題に対する住民の能

力強化を図る。なお、パイロットプロジェクトでは、   C   

R  については、 CA は実施しない。 

また、 落 家 備 、農 センター、および 施 に関する活 は、

住民を対象とするのではなく、本プロジェクトの実施体制を活 し関係 関との

を強化するものとする。  

 

 

.全体  

アンケート調査および現状から、パイロットプロジェクトを 体活 を

のように定めた。 
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アプロー プロジェクト 2010 2011 2012 2013 2014 2015
1. の 成

、 、 、 の

2. 家 の 、 の 成
の保 、 、 法の 、普及）

、 、 、 の

3. 合 ）
、 、 、 の

4. での農業 プロモーターの 成(OJT) 、 、 、 の

5. 家 常 の
、 、 、 の

回 保
、 、 、 、

の

アグロフ ストリーの実
、 、 、 、

の

源の の実
、 、 、 、

の

1. 農 の の 場調 (C/P で
実施)

2.農家グループの 成 ECA る ）
、 、 、 の

3. 、マイクロ ンタープライ の創出
、 、 、 の

4. 農 場の 創出
、 、 、 の

の
、 は の
保の のフィー

ジ リティー調
計画 る と

9
(Rumicruz, Cecel San

Antonio,San Martìn
Alto, El Lirio, Guacona

Grande, Canal
Guacona,

Rumiloma,Chismaute
Telàn y Sarachupa)

、フィージ リティー調 実現、プロジェ
クト計画、

、 、 、 、 、

9
(Rumicruz, Cecel San

Antonio,San Martìn
Alto, El Lirio, Guacona

Grande, Canal
Guacona,

Rumiloma,Chismaute

農業のマー
ティングの の

る
マー ティング

農 業
技術 る農
の
る と

保
、 、

の 源の
る と

9
(Rumicruz, Cecel San

Antonio,San Martìn
Alto, El Lirio, Guacona

Grande, Canal
Guacona,

1 体活  
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.  

 
活 は以下の通りである。なお、 活 ともその効果を把握するために、指

を 定する。 活 を行う前には、指 を なベースライン調査を行う 要

がある。    
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農 の  

1. ECA実施 の の の
2. 9 での の さの
3. 活 での実現
4. 
5. 成 の の

3) 法 農 場  (ECA)
1. 農家 ャ シティー ルディングされる
2. 農 される

1. 
2. ECAでの ャ シティ ルディング計画
3. ャ シティー ルディング計画の
4. ECAでの の ャ シティー ルディング

7) 間 10 (2010年3 開 )
8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, INIAP, 

1. 実施 及 の
2. 
3. 農業 ール ）
4. 
5. ら ）
6. 技術 プロモーターの
7. 農
8. 場

10) 計画承認

9) 入

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

4) される成

6) 活

5) 2011 で 、各 ECA の20
る

2) ）
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農 の の の の  

1. の の
2. の の
3. 健 の源で る
4. 収入源の の
5. の の
農 場  (ECA)

2. での

1. 農家 保 る
2. 家計 る
3. 保健 る

5) ECA 10%の 農家 の 保 る と

1. の の ャ シティ ルディング (ECA)
2. ECAで の ジ ジ ン
3. での

4. の の ャ シティ
ルディング

7) 間 年間

8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, INIAP, 
1. 実施 及 の
2. 運
3. の
4. ャ シティ ルディング計画
5. ンフ ット
6. ロジスティクス

10) 計画承認

9) 入

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

4) される成

2) ）

3) 法

6) 活
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農 総合的  

1. 農 収 る
2. の

3) 法 農 場  (ECA)
1. 農 収
2. ャ シティ ルディング 農家 で る
3. され 農  (農 、 の )
1. ECA 20  の 農家 の 場で実施
る と

2. ECA 20  の 農家 の
さ る と
1. の のECA 成 る と る
2. ECA の 事 事 の合 計画
2.1  
2.2  の
2.3. と の
2.4. 農 の の
2.5. 場でのプロジェクト実施
3. 家農場での 合 の

7) 間 年間

8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, INIAP, 
1. 実施 及 の
2. 運
3. 場
4. 
5. 教  ( ンフ ット 、 )

10) 計画承認

5) 

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

2) ）

4) される成

6) 活

9) 入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 



 

 1

農 の農 の ( )  

1. る の 、 での ファシリテータ
リー ー育成の

2. 農家の の のプロモータ同 の の
3. の 、 ャ シティー ルディングされ 農家
される

4. 源 創出 発 される
3) 法 農 場  (ECA)

2. 農業技術 ャ シティー ルディングされ のプロ
モータ 、 る と

5) 農業 技術 プロモータ る と
1. ECA 、農業 の
2. の ャ シティー ルディング
3. る の

7) 間 年間
8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, INIAP, COMUNIDADES

1. 実施 及 の
2. 運

10) 計画承認

6) 活

9) 入

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

2) ）

1. ャ シティー ルディングされ のプロモーター 、 常
活 の る と、 は の る と 、イ
ンタラクティ る と4) される成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 1

農 の  

1. の る

2. で家 の る
3. 農業収入 の
4. 事、 間の創出

1.農 場  (ECA)
回 で 。常 は 支 は同

る。）

2. ャ シティー ルディングされ プロモータの
5) 1 家 常 で る と

1. ャン ーン 家 教育
2. 制 の
3. 常 の
4. 常 の 入

7) 間 2年間 ( 年間は 源の 、1年 は実施 間)
8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, 

1. 実施 及 の
2. 運
3. 常 (1,000 ル )
5. 教  ( ンフ ット 、 )

10) 計画承認

2) ）

9) 入

1. 家 常 、

6) 活

4) される成

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

3) 法
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全 全  

1. 成 の る
2.農 の収 る
3. ）の る

3) 法 農 場  (ECA)
1. ECA 実施される
2. 保 ） 実施される
3. ） 実施される
1. 50%の 農家 の と る
2. 30%のECA の実 と保 実施 る
3. 60%のECA られる
1. グループ 成
2. 技術 .
3. 実施場所の
4. 活 の実施
5. モ タリング フ ローアップ
6. 業

7) 間 2010年3 2016年2
8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, INIAP, 

1.活 の るファシリテータ-

2. 事務 (マス ングテープ、 、マジック、 ン、 ー )

3. (クリ メーター、 、 、プロジェクター、コン ータ、 ン

マー、の 、 、 、 るは 、 、 スコップ)
4.  (牧 、 ン )
5. 
6. ファシリテーターとプロモーターの

7. 体 され
10) 計画承認

9) 入

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

2) ）

4) される成

5) 

6) 活
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全 の  

1. 源の

2. 農 の
3. 源の と保 、 の の認
4. 間の

3) 法 農 場  (ECA)
1.ECAと 会
2. 源、 、 、 の支 れる
3. の の

4. 源の 技術と実 る
1. 50%の 農家 の と る
2. 30%のECA の実 と保 実施 る
3. 60%のECA られる
1. グループ 成
2. 技術 .
3. 実施場所の
4. 活 の実施
5. モ タリング フ ローアップ
6. 業

7) 間 年間

8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, INIAP, 
1.活 の るファシリテータ-

2. 事務 (マス ングテープ、 、マジック、 ン、 ー )

3. (クリ メーター、 、 、プロジェクター、コン ータ、 ン

マー、の 、 、 、 るは 、 、 スコップ)
4.  (牧 、 ン )
5. 
6. ファシリテーターとプロモーターの

7. 体 され
10) 計画承認

9) 入

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

4) される成

5) 

6) 活

2) ）
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全 の の  

1. 源の

2. 農 の
3. 源の と保 、 の の認
4. 間の

3) 法 農 場  (ECA)
1.ECAと 会
2. 源、 、 、 の支 れる
3. の の

4. 源の 技術と実 る
1. 50%の 農家 の と る
2. 30%のECA の実 と保 実施 る
3. 60%のECA られる
1. グループ 成
2. 技術 .
3. 実施場所の
4. 活 の実施
5. モ タリング フ ローアップ
6. 業

7) 間 年間

8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, INIAP, 
1.活 の るファシリテータ-

2. 事務 (マス ングテープ、 、マジック、 ン、 ー )

3. (クリ メーター、 、 、プロジェクター、コン ータ、 ン

マー、の 、 、 、 るは 、 、 スコップ)
4.  (牧 、 ン )
5. 
6. ファシリテーターとプロモーターの

7. 体 され
10) 計画承認

9) 入

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

4) される成

5) 

6) 活

2) ）
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の  

1. 農 のマー ティング る
2. の の
3. 活 る家計 の

3) 法 農 場  (ECA)

1.農 農家のグループ  ( は 業 )

2. の

5) ECA の のXX% マイクロ ンタープライ と グ
ループ される
1. の の 、 場調 行 れる

C/P る戦略 る）
2.マー ティングの 、同 の グループ 成さ

れる ECA の ）
3.ECA マー ティングの ャ シティ ルディング
4.モ タリング フ ローアップ

7) 間 3年間 (活 1、2で2年間)
8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, 

1. 実施 及 の

2. ( ャ シティ ルディング 創出 )
3. 運
4. 、運

10) 計画承認

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

6) 活

9) 入

2) ）

4) される成
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農 の  

1. の

2. の の
3. 活 る家計 の

3) 法 農 場  (ECA)

1.農 農家のグループ  ( は 業 )

2.農 場の 創出
のXX% マイクロ ンタープライ と グループ さ

れる
2. 農 場 る
1. の の 、 場調 行 れる

C/P る戦略 る）
2.マー ティングの 、同 の グループ 成さ

れる ECA の ）
3.ECA マー ティングの ャ シティ ルディング
4.モ タリング フ ローアップ

7) 間 3年間 (活 1、2で2年間)
8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, 

1. 実施 及 の

2. ( ャ シティ ルディング 創出 )
3. 運
4. 、運

10) 計画承認

2) ）

4) される成

5) 

6) 活

9) 入

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)
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2) ）
施 の の で る 技術 書

保 で る る

3) 法
プロジェクトの実施体制との 、 活 かされる

と 実施される

4) される成 施 の のフィージ リティ調

5) ----
1.
2. HCPCH の 技術調 の 収

2.調 実施の の る
2. フィージ リティー調 の実施

3. 調 実施の の る の、 る の

7) 間 年間

8) 実施 HCPCH, JICA, MAGAP, INIAP, 
1. 実施 及 の

2. 
10) 計画承認

9) 入

1) 活

9  
(Rumicruz, Cecel San Antonio,San Martìn Alto, El Lirio, Guacona
Grande, Canal Guacona, Rumiloma,Chismaute Telàn y
Sarachupa)

6) 活
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.  

 
1  モニタ ング・ は、プロジェクト実施中または実施後に重要であるため、 A  I

実施中にどのように行うか、方法を確 することが 要となる。 

2  土壌保 活 については、 農 技術 グループと環境技術 グループとの

が 要であるため、この点に 意する。 

 活 を行う上で、フ シ ーターの 割は に重要である。このため、現 要請

しているフ シ ーター の 要 はきわめて い。 
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. 開発戦略 
 

．現状 

 チンボラソ県の自然資源の劣化は な問題の つで、その保 と 理の によって、日

悪化してきており、 住民や農民の共同体が する地域では に な を している。地

域の土壌、 に 住民の共同体における土壌は自然 を構成する主要要 の つであり、それ

が くなることによって荒廃地化してしまい、生活を で行く上で不 な環境のみなら 、

社会・経 に対しても重大な をあたえるという意 では 生不 能な 重な資源といって

もいい う。土壌は現 に大きな の下にあり、劣化のプロセスをたどっているが、

この多くは制度的に されないような土地 の による、持続 を前提としない農業・

牧 のやり方に 因し、また、地域共同体による の不 もこの 因になっている。 

 参加型の調査分 によって らかなように、プロジェクト対象地域 の共同体のほと どで、

現 までの は 体で ％から ％ 度と 定されたもので、本来なら 生 の

％は保 されなけれ ならない状 であるにもかかわら 、自然 地の しい減 が され

ている。また、不 な 、 生 の減 、水と による 食、地 によるもの の な

要因から、地域は荒廃地化の過 をたどる結果となっている。 
 
．課題 

 環境分野の主な 題としては以下の 点が上げられよう。 

 

2.1   

 
 地に ける 作 

 不 な農業 行 

 に った 人力、  

 伐採 

 き  

 生の不  

 

2.2  の の  

 
 水源と 地に対する保 の不   

 伐採 

 農地の  

 過 牧 

 不 な 所と による  

 水資源保 を するための政 の不  

 

2.    

 
 助 関による、 期的な持続 と 続 を考 しない な 助の 中。 

 自 発 を考 しない地域開発  

 住民のエンパワー ントの不  

 

2.  の  

 
 環境保 の な事 の発現には時間がかかり、 分な がりが 要 が、 助 関による協

力 関は短く、 人 しか対象にしていない。 

 環境保 の活 の多くは共同体の 視の 要 がある経 的な を生まない 合が多い。 
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 住民のエンパワー ントの不  

 

． 的 

 
.1 全体 的 

 環境分野の地域開発 の実施プロセスが、 助に対して け であ うとする いを

し、 の主体となって、 人自発的発 の能力を強化していくような、自然資源の持続的 理

に関する、住民のエンパワー ントを 成する。 

 

.2 体的 的 

1   土壌保 ・ のやり方・実施に関する  

2   アグロフ スト ーのやり方に関する能力強化と実施指  

  水資源の な と 理に関する能力強化  
 
．開発  

 プロジェクト活 の実施対象地域は、チンボラソ県の 村落（ ン ルミクルス、セセ

ル・ ン・アントニ 、 ルタ ン・ ル ン・アルト、エル・ 、グ ワ ・グラ

ンデ、カ ル・グ ワ 、グ モ 、ルミロ 、チス ウ ・ ラン）である。 

 

．  

 環境分野のプロジェクト活 の実施の手法として、 人あるいはグループを対象に いるのは

参加型 手法の農民野 （ ）であり、この手法は持続的な共同体の発 に する

ことを目的に、住民のよりよい意 定と住民自 による技術 のために、実 と 体的な行

の上に った プロセスを し、参加 の知識と能力を強化するものである。 

 共同体 ベルの活 ー に関しては、村落共同体の議会を し、共同体 の環境に関する

問題点 に向かった活 に向けた対 、 会、組織化、 と実施の 能 を ることとする。 
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環境分野の 体事業 の実施行 を下図に示した。 

目  共同体  活  
実施期間 

カウンターパート 関 備考 
2010 2011 2012 201 2014 201

自然資源

（土壌・

生・水）の

劣化を 和

する 

共同体  

 （ルミクル

ス 、セセ

ル・ ン・ア

ントニ 、

ン・ ル

ン・アルト、

エル・

、グ ワ

・グラン

デ、カ ル・

グ ワ 、

ルミロ 、チ

ス ウ ・

ラン） 

土壌保 ・ の

やり方・実施に関

する  

 

     

チンボラソ県庁、

、農 水 省、環境省、

共保健省、教育省、農牧

所、村落共同体 

 

アグロフ スト

ーのやり方に関

する能力強化と実

施指  

      

チンボラソ県庁、

、農 水 省、環境省、

共保健省、教育省、農

牧 所、村落共同体

 

水資源の な

と 理に関する

能力強化 

      

チンボラソ県庁、

、農 水 省、環境省、

共保健省、教育省、農

牧 所、村落共同体
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．  

 
1. 全  
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2. の  
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. の  
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. 開発戦略 

 

． の現状 

1  生活環境 

プロジェクトの つのモデル地域には 家族（ 家族 名）が住 。しかし、

人口 イズは最 のカ ルフアカ の 名から最大のチス ウ ・ ランの 名と大きな

があり、村の自然環境も ではない。 部の村に や があり、水 ・ 気がほと

どの家にある 方で2、家 の状 は劣悪で、トイ はないか（地域により ）、あっても

えないか、 っていないというような状 がある。ほと どの家 が農業を ものの現

が ないことから多くの が に るため、家族や の けではなく、農作業も

の 事になっている。 が 事に るときは が家に 人で されることも多い 22 。

このような生活環境の中、地域の 間では や 、下 、 生 、 問題が多

く、成人の間ではこれらに加え、 から 因すると われる間 の みなどが多い。下 に

るように、 に保健 ービスがないことから 療として の が多く見られる。 

 

2  保健 ービス のアクセス 

9 地域のう 、医療 ービス のアクセス のアクセスが 時あるのは けである。し

かし、社会保 の 療所であるため、 保 のみが できる。医 あるいは が 1

訪問するのは 2 地域 けで、 6 地域では 療はほと ど来ない。そのため住民は の地

域の保健センターや の に行く。7 地域は 通の はあるが、 ラチュパやチス ウ ・

ランは までの があり住民は 時の対 を する。保健省の保健施 は 前、

であるが時に の をしなくてはならないこともある。 通 がかかる けではなく、先

住民に対する 的な や の いによる ミュニケーションの アがあり、保健 ービ

ス のアクセスは 理的、経 的かつ社会的な問題を提示する。 方、保健 事 と ンタクト

が ないことから、どのような ービスが しているかという も なく、現地での き取

りによると、 や 検 は である けではなく食 の やビタミン などもらえる

ことや が 検 について いたことがないという。分 の多くは家 で家族が分 の

助をする。 的な （ もいる）によることもあるが、 らの は ない。 での

を すために、 ーロッパ 合の でプロジェクトが実施される のう つには 分

施 が されたものの、 が整備されておら 、ま されていない。 

 

プロジェクトのモデル地 の保健 はないが、貧困と水 生 備の 整備、低い識 、

保健知識の不 と、保健 ービス のアクセスの悪さから、保健指 は劣悪な状 であると想

される。因みに、チンボラソ県ではエクアドル国でも最悪の （10 万対 、国

6）や 生 対 、国 21  を提示している4。また、 以下の の

状 に関しては 不 （ 年 ） 9 、 不 体重 、 不 （体重

年 ）1 と、い れも国 の約 2 である。 に、貧困の と われる 不 は国

で い 。 

 

．課題 

C ワークショップでは 気が多い というのが住民の問題意識として らかになっている。

                                                  
2 プロジェクトの基礎調査 2009 では 水 はチス ウ ・ ランの 81 を き 8地域は 100 。 気は 9地域で

100 となっている。しかし、 ンプ ングの方法は不 。 

識 は19％でエクアドルで い。 1 4 、 2 8  （C        

 I        200 ） 
4   D       2007    C  A CDI IC  

 C C  

   C    R  200 2006。なお、2009 年の調査（     

      0       C  A IC）によると、 不

7 、 不 7 、 不 17 8 となっており、 の割合が えているとともに、 は という

結果が ている。 
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にルミクルスでは保健問題が地域の最 先問題と えられている。 

 

課題 2  

題 地域 

保健医療 ービス のアクセスが悪い 

（ 的 ービスが地域にないこと、対

が悪いことという 2 がある） 

9 地域 

水の が 水として していない。 8 地域 ラチュパを く  

状 が悪い 8 地域 ン ル ンアルトを く  

アンデスの 医療の知識が現象している。 7 地域 （ルミクルス、 ン ル ンアルト

を く  

生状 トイ が 整備である。 地域 （ 、 ラチュ 、ウア グラ

ンデ、セセル ンアントニ を く） 

 

ワークショップの結果を見ると、住民が「地域での 気が多い」と意識し、生活環境の問題を

指 する 方で、住民自 の保健 生に関する行 自体も「多くの 気」を生 させる 因であ

るという意識は示されていない。わ かに つの地域で食生活に問題がある、1 地域で家 の

生状 が悪いという分 が提示された けである。住民自 の保健に関する意識と

（ ）の ベルが低いと考えられ、 の に関する知識を改善することも重要な

題である。 

 

モデル地域で住民があげる保健問題には大きく分けて つに分 される。 つは住民自 の社

会経 的状 や住 環境や保健 生に関する知識や行 に 因するもの、もう つは保健 ービ

ス のアクセスによるものである。 体的には以下のようにまとめられる。 

 

1  生的なプラク スや保健 ービスの知識の不  

2  保健 ービス の地理的、経 的および社会的知識の不  

 水 備や 生 備の 整備 

4  アンデス医療の知識の減  

 

.農村 開発の 的 

上 の 題を みた上、保健セクターの開発目的は以下の通り  

 

「住民自 の保健の知識と の意識が向上によるエンパワー ントと、 セクターとの調

整と協力によって地域の保健医療状 を改善することに する」である。 

目 は以下である。 

1  住民の保健 生の知識と意識が向上する、 

2  住民の保健 ービス のアクセスが改善する、 

 アンデスの 医療が見 される、および 

4  地域の 水 生 備が整備される、となる。 

 

．開発  

目 によって、プロジェクトのカ ーする地理的エ アは以下のようになる。 地域 の

保健 ービスを提 する をもつ基礎保健チームを するが、その人 から見て、カントン

ベルで を行うことが現実的、かつ効果的であると われるため、9 地域を カントン

の地域の住民もその を ける 能 がある。 
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目  地域 

1  住民 の保健 生に関する 発活  9 つのモデル地域 

2  保健 ービスの改善 つの保健エ ア6 

 医療の  つの保健エ ア 

4  水と 生 備の整備 9 つのモデル地域 

 

．  

活 の実施 により、以下のようなアプローチを いる。 

 

1  プロジェクトの が行う活  

 住民に対して に きかける。 

 やりながら による参加型保健教育のアプローチを う。（ の や実

施方法についてはパイロットプロジェクトの部分参照） 

 住民自 のイニシア を し、自主的開発を する。 

 

これらを通して、住民の保健知識と健 な生活を るためのプラク スの改善を目指す

目 。 

 

2  実施 が の 関との調整によって実施され、プロジェクトの 、技術 会、

プロジェクトによってモニターしていくもの。 

 活 の実施に関係する関係 関 部と の共有をする。 

 の活 を作成し、 関の を 確にする。 

 活 の実施の調整をモニタ ングを定期的に実施する。 

 住民に 関による の と 請方法について指 し、住民が自ら事業 請できる

ように する。 

 

これは保健 ービスの改善、アンデス医療の と び水 と 生 備の整備ついて

する。 

 

 住民の保健 生に関する知識を改善し、自分で自分の健 を る意識を する。 と

生教育を中 とするが、保健 ービスの やそれを ける についても を え、さ

らに年 の な検 を する。 

 保健 ービス の 理的 社会的アクセスを改善する。 体的には保健省を中 した保健 ー

ビス提 間の協力と調整を通して 地域での保健 ービスのカ ージを改善することと、

住民が保健 ービスを しやすくするために、保健 事 に対して ての に対して

で人間的な いを する。 

 アンデス 医療の とその知識の体 化のプロセスを する。 に県保健 議会の

に 置された 医療 会の活 を し、 われつつある 医療の とともにそ

の な を していく。 

 セクターとの協力により 水や 生 備の改善を する。これらは住民の保健問題に

結する大きな問題である。しかし、保健セクターで に 来ることは水 検査に られ、

インフラ整備については セクター インフラ、カントン保健 議会など に る。 

 

．全体  

開発目的にそって 体事業 には つの事業を めた。開発 、実施時期と実施 関 に

ついては にまとめた。（ 資 ）  

                                                  
6 チンボラソ県は つの保健エ アに分かれている。カントンの境 と同 ではない。 
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．  

上 、 体事業 に まれる事業をそれ れ の事業 にまとめた（ 資 2）。 

 

．  

1  パイロットプロジェクト期間中は を通した活 に 中する。その終了時には、参加 の

保健 生知識や行 がどのように わったかを し、その結果によって、その後の

の保健分野の を見 していく 要がある。 

 

2  パイロットプロジェクト期間中に、 の 関と調整して実 していかなけれ ならない活

についてそれ れの 関と実現 と、実 すると 定した 合はその について協議

を始めることが重要である。後 プロジェクトの 時までには、それらの 定がなされて

いる きである。 
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活 開発
イ

ロット
実施

健 活 る の保健 とプラク
ティス る 、 、 、
保健 ー ス の ）

   農 ） 保健
教育

    グループの訓練

    の の訓練

   検 の 入

 

   プロジェクト 普及員）、
技術支援グループ

保健省、 、 と調整

と調整

トロ ト、保健 リアと調整

教育省 ス イン
、 、 県保

健 議会 委員会）

モデルの保健 ー ス の
会 アクセス る

   保健 ー スの バ ージの

   保健 事 の訓練

保健 リア

   と 
郡）

保健省の保健 リア     、  保健省の と
制 と る 。

アンデス の と のプロセス 支
援 る。   と の 事

と の訓練

保健 リア

   と 
郡）

委員会 県保健 議会）

保健省と調整

ン ラ 所の
の 。プロジェク

トと で る
のか る 。

他セクターと 、 と
る。 は の

施 から る。）

  の

  の
 

県庁 検 、保健 リア１

ントン保健 議会 シ リ
ティー）

県庁の 検 は
整 され る 、 は

の る 。
インフラ は他セクターの

。

の は他 の ると 、か の調整 と る。

   

保健 開発 体計画

実施 間
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開発

アプロー

される成

活 の保健教育

 技術支援グループ で る ー
ル 教 る。

 技術支援グループは保健 プロジェ
クトの普及員 訓練 る。

 技術支援グループは の保健 の実施
支援 る

  の成 他のセクターとと
る。

  、 され のプログラ
他 の る。

グループ の保健教育

  の 業 グループの育成
支援 、 の保健の 員 る 支援 る
らかのインセンティ ）。

  の   と調整 の
の 図る。 グループ 体

と 訓練 る）。

  の グループ 技術支援グループの支援
調 、

の る。
 活 のフ ローアップ る。

  のグループの他のイ シアティ 支援
計 プログラ 他の保健 成プログラ

）。 教育プロジェクトとの

の の

  の健 の 調 る。

  と 教 の 教育
行 、 体 活 検 ）の実施

る。

  の トロ トと調整 と の健
年 回実施 る。

 インフラのセクター ントン保健 議会と調整
と の 施 る。

  の 業 、
、 の る。） 教育 農業 環境との

健 の 入

  トロ トと保健省との で の
健 体 、 、 、 、 、 検 ）
実施 る。 は の から る）

  の健 の ート 成 るとと
、検 のデータ収 のメ 構 る。

 健 で か の る。
各保健 リアの ）

実施 間   イロットプロジェクトと 開 、 プロジェク
トで る 員 バー る）。

プロジェクトで開 、 年間   プロジェクトで開 、 年間   イロットプロジェクト 実
施 る。 の 、 の の実施計画
る。

実施  プロジェクト普及員、技術支援グループ  技術支援グループ と調整 、訓練 実施
、プロジェクト普及員 モ ター る。 ン ラ

の の の 。

 技術支援グループ と 教 の訓練
行 。
トロ トとの調整

教育、農業セクターとの

  トロ トと保健省との調整

リ ース
ＣＡ実施の の体 計ー 成 ーと 計

）、
トロ ト 保健省とのコン オ る

支援 合 計画 承認され 間で る）

の ル  、
健 プラクティス る る 、 活の 、 ）
の の る。

の健 健 検 で か 合

保健 開発計画

   

健 の る 、実 と 保健教育 行 。 、 グループ）

、 、 ）の

健 活 る の保健 とプラクティス る 、 、 、保健 ー ス の ）

の

は 保健 プラクティス 保健施 のアクセスの さから 。
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開発

アプロー 保健 ー スモデル ー スの と健 の ）
回の計画 る での 合 保健 ー スの

保健 リア 保健 の 保健 ー る
る

 保健 事 の と で 間 ）

される成   保健 ー スの る   保健 事 の の る。

保健 ー る回
各保健 ー ス の と バ ージ

の保健 事 の る

活 保健 ー スの バ ージ る。

 家 と 図の る。

  、各プログラ の計画 るとと 、保健 ー スの普及
る データ）。

  ＣＡ 保健 ー スの る。

 保健 リア、 保健 ー 県庁の トロ トと、
の 回 行 る 調整 る。

  保健 ー と のコ ーシ ン 、 の
。

 保健 リアの 保健 ー 回計画と のモ タリングの
実施 、 回 る。

 保健 ー スの普及 る プロジェクトの 間と ）

の保健 ー ス の る。

  の保健 ー ス の の調 実施 、 る
データ）。

  調 の 教 とプログラ 成 る。

 保健 事 の 実施 る。

  の と保健 事 の の モ タリング る。

  の保健 ー ス の る る プロジェクト 間
と ）

実施 間

実施

リ ース   保健 リアの 保健 ー の 、 保健省 保健 ー の の
れ 保健 ー ス バ ージの は ）

） のファシリテーター、 、教 成

支援 合 計画 承認され 間で る）

   
保健 開発計画

 保健 リア １ 、保健省 ン ラ 事務所と調整

  ン ラ の の の 家 と の調 ）

は 保健 ー ス のアクセス 回 る 保健 ー ）
は 保健 ー ス るのか、 れらの ー ス る ら
は保健 事 の 、 ると る。

保健 リア１ ントン）

モデルの保健 ー ス の 会 アクセス る

イロットプロジェクトの 間 、 活 の と各 の調整 る。実施は プロジェクトの 年間で行 。 は 調 出 る 行 年
か 年 の ）、フ ローアップ 入れる。 の 計画 る。
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開発

アプロー

される成

アンデス 体 の

  アンデス の の
  アンデス る ャック 、整 の

 教

活  アンデス の

  の 事 から 収 行

 アンデス の の体 る

 アンデス の る。

  の 方法 か と の 家
成 る。 スター ）

  の 事 と 事 の と

  の 事 の訓練 実施 る。 、
、 ）

の 事 アンデスの 訓練 行
。

  事 訓練 る。

  の る モ ター る。

 家 での の る。

実施 間   プロジェクトの 年

  年 の から開 ー１年間

  年
年

  プロジェクト 年 、 ）と 年
）

  プロジェクト 年

  年 から 年 で。
イロットプロジェクト から開 る。

実施 県保健 議会のアンデス 委員会
保健省 保健事務所

ン ラ の の 。

リ ース かかる 、 、 、実 、 教 成  教 、 、

支援 合

は アンデス 、現 で 保健 ー ス のアクセス られ る と 事 から
れ る。 か 、 れらの は され 。

アンデス の と 法の

の アンデス の 事 ャック、整 、 ） で アンデス で る。

計画 承認され 間で る）

   
保健 開発計画

アンデス の と のプロセス 支援 る。
と 保健 リア



  
40

 
 

 

 
 

開発

アプロー

される成   の と で る。   のアクセス 。

検 の実施
施 、 、 ） る 。
る の

活 る。

  検 実施 る。

  の るシステ の 調整 る。

  の 方 教 、 れ 支援 る。 の
る）

  、実施 モ ター る。

 施 、 年検 実施 モ ター る。

の

  る 調 実施 る。

  ー る。

  トイ る の 入 トイ ）の調 他セクターと
実施 る コスト、技術の 、アクセプタ リティー）

  の 方 教 、 れ 支援 る。 の る）

  シ オ 他の と の 調整 、実施 モ
ター る。

実施 間       イロットプロジェクト 間  年 で

 施 の実施 。
  イロットプロジェクト 間 調

 実施 の調整 る。

実施

リ ース 検 の 県庁 ）、 。 で
）

の 、 事 ）、

支援 合

   

のテーマの実施は保健セクター では 、他 の実施 とリ ースの る。

県庁、保健省、 シ オ、 ロ ア 会、 事業省、      、環境省、

 

他セクターと 、 と る。 は の 施 から る。）

１） の は る のの、 の は では る。
） 施 で る。

他の との調整    シ オ   、 事省、 合
の 画 る 調 、 、 の ）

計画 承認され 間で る）

保健 開発計画
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. 開発戦略  

 

1．現状 

チンボラソ県の 識 は 18 ％、 能的 識 は 0 ％と、それ れ 国 の 9％、21％

を大きく上 っている。 に の 識 は 24％、 能的 識 は ％で、 によっては

0％以上が 識 であるなど基礎的な み き・ 能力を につけていない人 が多いこと

がわかる。さらに、先住民人口の多い同県ではス イン での ミュニケーション能力を 分有

していない人が多く、そのことが や 、さらには社会 ービス のアクセスを困 に

し、 いては生活改善や 向上に がる 会を しているといえる。 

本プロジェクト対象地域では、2009 年 10 月に行ったベースライン調査によると、 の 94％、

の 67％がス イン と である チュア の 方の会 が 能であると えているが、

能的識 としての み き能力7がある は、 の 60％、 の 41％に まっている。村落

に見てみると、C  村や  村では の 能的 識 の割合が 0 7 ％と最

も く、 に っては 能的 識 の割合が 70 100％であった 

 方、チンボラソ県の対象地域では、 体的な政 や戦略不 のために行政 ービスが 分に

行き いておら 、そのため村落住民は、生活環境の改善を図るための 業 や保健・ 生教

育、環境教育など な 合的・持続的な 会 のアクセスが制 されている。このことか

ら、主要 業である農牧業の知識や技術の向上が行われておら 、不 な農地開発を行って土

壌荒廃を く結果となっている。また、保健 生や に関する知識が不 し、 化されてい

ないために 生・ 状 が悪く、 や下 などの 気を き こす 因ともなっている。 

 

2．課題 

現 「エ」国では、国家教育 の政 目 の つに「 識 の 」を げている。チンボ

ラソ県においては同政 の下、県政府の識 プログラム「  」と、教育省の「  

     J   A 」がそれ れの対象地域で実施されてい

る。本プロジェクトの対象地域においてもこれらの識 プログラムが実施 み、または実施中で

ある。しかし、識 プログラムを 了しても生活していく上で 要な み きや 能力を 分

に につけていない が多いという現状もあり、識 教育 了後も 続したフ ローアップを実

行し、 知識を実際に生活の中で活 していく方法を につけることが 要となっている。 

また、識 教育に ら な社会教育（ 業 、保健・ 生教育、環境教育、 教育な

ど）を住民自 のニーズに基づいて実施していくことが 要である。本プロジェクトの中 題

である 貧困削減 に資するためには農牧業の 向上では があるため、その の 源を

確保するために住民、 に グループが中 になって生 向上のための 業技術を につける

要もある。 

 
．  

 体目  
チンボラソ県における貧困削減を実現させるため、意 のある、実 的な を通して対象村

落の総合的な開発を する。 
 
 目  

 識 教育 （成人）の知識 ベルを向上させる。 
 生 向上のために グループを強化する。 
 フ ールドスクールで を中 に、 したことを生かした教育プロジェクトを実

施する。 
 
．開発  

本プロジェクトでは、以下のチンボラソ県対象村落 9 村を対象とする。 
 

                                                  
7 ス イン と チュア 方の み きができる  
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 村落 

ン  ルミクルス 
セセル・ ンアントニ  

グアモ  チス ウ ・ ラン 
ラチュパ 

ルタ 

ン ル ン・アルト 
エル・  
ウア ・グランデ 
カ ル・ウア  
ルミロ  

 
後 プロジェクトでは、対象地域をさらに 大する 能 を検 する。 
 
．  

フ ールドスクールを通 て識 教育 了 または に対して家 や農業日 などの作

成の 方、 請 や事業 の き方などを指 し、 日の生活の中で み き・ 能

力を強化していく。生 向上のための 業技術 は、県政府または教育省が実施を してい

る スト識 教育プログラム（ 業 プログラム）を活 する。また、フ ールドスクールで

住民を とし、 を中 として 生 けでなくその保 に対して、 食を通

た 教育、 生教育や環境教育などを セクターとの で実施していく。 要に て、

部から指 を し、 会などを実施する。 
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．
全

体
 

 

年 成 の 教
育 の の

プロジェクト
プロジェクト
の ）

家 る 書 活
の

フィール スクール る実
フ ローアップ、モ タリング

の実施

教育省現 事務所、
ン ラ 県庁

教育プログラ の
ファシリテーター 活
る。

計 る の
グループ の技術

プロジェクト
プロジェクト
の ）

コ ティ の 計
る 調

職業技術の
フ ローアップ、モ タリング

の実施

ン ラ 県庁、教育省
現 事務所

県庁プログラ

は教育省プログラ
活 る。

る保健、環境、
農牧 る教育プロ
ジェクトの実施

プロジェクト
プロジェクト
の ）

コ ティの
の調 、 教育、環

境教育 ）
実施計画の
計画の実施
フ ローアップ、モ タリング

の実施

ン ラ 県庁、保健
省、環境省、農牧省、教
育省、

フィール スクールで

、 教員と
実施 る。

事業 実施

実施 間 年間）

活
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．
 

ン ラ 県
リオバンバ郡ル クルス 、セセル ンアント オ 、グアモテ郡 ラ 、 スマ テ テラン 、コルタ郡 ンマルティン アルト 、リリオ 、
アコ グランデ 、 ル アコ 、ル ロマ ）

プロジェクト の 。

事業の 現 ）

ン ラ 県の は 、 は と、 れ れ の 、 回 る。 の は 、
は で、郡 は で る 書 計 と かる。

さら 、 の 同県ではス イン でのコ ーシ ン 、 の と 場 、さら は 会 ー
ス のアクセス 、 は 活 収入 る 会 ると る。
プロジェクト では、 年 行 ースライン調 ると、 の 、 の ス イン と で る ア の 方

の会 で ると る 、 と の 書 る は、 の 、 の る。 ると、
では の の 合 と 、 は の 合 で

現 では、 家教育計画の の の る。 ン ラ 県 は同 の 、県 の プログラ
と、教育省の れ れの で実施され る。 プロジェ

クトの れらの プログラ 実施 、 は実施 で る。 か 、 プログラ 活 で
書 計 と 現 、 教育 フ ローアップ 実行 、 実

活の で活 方法 る と と る。

アプロー 法
フィール スクール 教育 は 家計 の 成の 方 農業 の 成の 方 、 の 活の で

書 計 。

される成 フィール スクール 家計 農業 の書 方 の る。

プロジェクト の の スト 教育 る。

体 活

フィール スクール 、家計 の 成の 方 る。
フィール スクール 、農業 の書 方 る。
フ ローアップ モ タリング 実施 る。

実施 る。

活 間 実施 年、フ ローアップ 年 グループ 実施）

実施 プロジェクト ン ラ 県庁

インプット ファシリテーター、 、教 スター、家計 農業 の ）

プロジェクト開 る。

年 成 の 教育 の の
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ン ラ 県
リオバンバ郡ル クルス 、セセル ンアント オ 、グアモテ郡 ラ 、 スマ テ テラン 、コルタ郡 ンマルティン アル

ト 、リリオ 、 アコ グランデ 、 ル アコ 、ル ロマ ）
プロジェクト の 。

事業の 現 ）

ン ラ 県の では、 体 戦略 の 行 ー ス 行 ら 、 の は、
活環境の 図る の職業訓練 保健 教育、環境教育 合 会 のアクセス 制 され
る。

プロジェクトの で る る は農牧業の収入 では る 、 の他の収入源 保 る
、 グループ 計 の の職業技術 る る。

アプロー 法 計 の の職業技術 は、県 は教育省 実施 計画 る スト 教育プログラ 活 る。

される成 グループ 計 の の技術 る。

プロジェクト 、X の 職業技術 る。

体 活

2.1. の の から、 計 の る技術 る。
2.2. 県庁プログラ  SOY EMPRENDEDOR/RA” は教育省のEJBAプログラ 職業 実施 る。.
2.3 フ ローアップとモ タリング 実施 る。
2.4 実施 る。

活 間 2年の実施 4年のフ ローアップ

実施 ン ラ 県庁、教育省

インプット 、教

プロジェクト開 る。

計 る の グループ の技術
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ン ラ 県
リオバンバ郡ル クルス 、セセル ンアント オ 、グアモテ郡 ラ 、 スマ テ テラン 、コルタ郡 ンマルティン アルト
、リリオ 、 アコ グランデ 、 ル アコ 、ル ロマ ）

プロジェクト の 。

事業の 現 ）

ン ラ 県の では、 体 戦略 の 行 ー ス 行 ら 、 の は、
活環境の 図る の職業訓練 保健 教育、環境教育 合 会 のアクセス 制 され
る。 の とから、 業で る農牧業の 技術の 行 れ ら 、 農 開発 行 と

る。 、保健 る 、 され 、 の
と る。

の 、 教育 ら 会教育 職業訓練、保健 教育、環境教育、 教育 ） の ー
実施 と で る。

アプロー 法
フィール スクールで と 、 と で の保 、 教育、
教育 環境教育 他セクターとの で実施 。 、 から 、 会 実施 る。

される成 各 で プロジェクト 実施される。

実施され 教育プロジェクトの

体 活

3.1 各 の プロジェクト る 認 る。 ( 、 教育、環境教育 )
3.2 プロジェクト計画 る。
3.3 プロジェクト 実施 る。
3.4 フ ローアップ モ タリング 実施 る。
3.5 実施 る。

活 間 フィール スクール1年 の5年間

実施 各 プロジェクトの技術支援グループ 県庁の専門家 の支援）

インプット 技術 は専門家、ファシリテーター、教 、 プロジェクト

プロジェクト開 る。

 る保健、環境、農牧 る教育プロジェクトの実施



 
 

 4

． の  

 

 識 教育に対する  

チンボラソ県において現 複 の識 教育プログラムが実施されている。しかし、

識 は しており、たとえ識 教育を 了したとしても 分な み きができない

もいるのが現状である。 って、教育省が中 となり、 識 教育プログラムの を実

施し、実際の識 ベルの検証を行うことが 要である。 調査の結果、 められてい

る効果が ていないものに関しては改善を すことや、それ れが 自に実施しているプ

ログラム間の を図るなど、 プログラムのフ ローアップやモニタ ングを教育省が

を持って ・指 していく体制作りを行うことが不 である。 

 

 生 向上プログラム 

県庁または教育省が実施している、または実施を している スト識 教育プログラ

ムを活 して実施することが である。そのためには、 関がどのような で事業

を実施するのかを 方で 分に検 し、合意の上で事業を めていくことが 要である。 

 

 地域住民の関  

を実施していく際に最も重要なことは、地域住民の関 である。上からの の

し けにならないよう、 に地域住民の意向や意見を み取り、協 で事業を めてい

くことが不 である。目 成には、地域住民自らがエンパワーし、 ら自 が生活

の改善や向上を目指すことが 要である。そのためには、ま らに を提示し、

要があれ を改善し、 に合意の上で事業を実施していかなけれ ならない。 
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 ( ) 体 ( ) 
 

． 的 

プロジェクト 自の CA の手法を検証し、その教 を後 プロジェクトの

定および実施方法に活 する。 

 

． の  

分野 パイロットプロジェクトでの ー  

農牧分野 有 の作成および  

環境分野 土壌保 ・ 、アグロフ スト ーの実  

教育分野 スト識 教育 

保健分野 
生、 、 人のケア、 の保健、健 、保健

ービス の  

 

．開発  

チンボラソ県 6村を対象とする。  

C   C  

R  
 C   A  

C  R  

 
  

 C   

C  
C    A  

C    

 

．  

2009 年 12 月から 2011 年 2 月（ 備期間 ） 

 

．  

 2010 年 月に CA 実施開始とすると、フ シ ーターの 成、実施体制

の構築、 要 の 、関係 関との調整 、 CA 開始前の作業 は

大なものになる。期間も られていることから、 期専門家、プロジェクト

事 所スタッフを中 に、 な実行 の作成とその実施、 割分 の

確化が められる。 

 パイロットプロジェクトを実行する上で、フ シ ーターの ・専門

は に重要である。現 県庁に要請しているフ シ ーターの が

定通りに行われることが、大きな前提 である。 

 

．  

資  事業 （ ） 

資  事業実施 （ ） 

資  CA 活 （ ） 

資  CA セッション（ ） 

資  資 ストおよび スト（ ） 

資 6 CA と保健分野 

資 7 保健分野の モジュール  



 
 

 49

資  事業 （ ） 

開発 ル クルス、リリオ、 ンマルティンデアルト、 ラ 、 スマテテラン、セ
セル ンアント オ）

プロジェクト の の 法 検 、 の教訓 プロジェクトの計画
実施方法 活 る。

アプロー の る発 る
実 の農業 活環境 で実施 る

セクター 農業、環境、保健と教育） 合 リ ラ で実施
される成 プロジェクトで計画され る の実施 法 される。

で る ール 教 整 される。
合セクター る事業実施体制 構 される。

各 の される。
普及員 ファシリテーター） 育成される。

実施マ アル る
各 テーマの る
各テーマの教 る
計画 実施され る
普及員 ファシリテーター） 訓練され る
普及員 と技術 る

活 プロジェクトの専門家 る の
され プロジェクト戦略

教 ールの 成
普及員 ファシリテーター）の育成 の実施

の の の
のプロモーシ ンの実施

の の とグループ 成
、 、 の他の の 入
のオリ ンテーシ ン、 と

る プロ ー ルの 成
プロ ー ル の 入
の 常セッシ ンの開
のモ タリング
の
プロジェクトの の 計画

実施マ アル、各テーマの 教 の 成
実施 間 年 から 年
実施 県庁、省庁、 の他の

リ ース バイク 、 、 入 リスト ）
支援 合

プロジェクト事務所の調整 実施 される
普及員 県庁から される 名）

イロットプロジェクトと 実施 る と 入れる
各省庁 の実施 、 技術支援委員会 る。  
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資  事業実施 （ ） 
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資  活 （ ） 
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資  CA セッション（ ） 
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資  資 ストおよび スト（ ） 
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1. の の  

基礎的な保健 ー を CA のプログラムに組み 。通 、 CA が農業や環境の ー に

ったものであることを考えると、これは しい みと える。教育分野も まれる。この

ように、4つの分野を効果的、意図的に組み合わせて CA を実施することにより、持続 能

な参加 の 度と行 の を助 することが期 される。 

 

2. ( ) 

1  生に関するプラク スや しなみ 

2  家の の と健  

 と地域にある食 を した の い食事の作り方 

4   

 期の と の い 食の作り方 

6  気の  下 、 、 の  

7  の健 （ 、 期、 中の と食事を ） 

 

参加 の要 によって、 ー を ことも 能。 

 

3. 方法 
 ー は、参加 自 による自分のプラク スの 、グループ 議 の参加

と意見 を中 とし、参加 の気づきに基づく行 の を する。この方法

は CA の実施方法に るものである。 

 

 上 の ー の 4  から 7 は と 理のセッションの 部として実施する。

これは けでは参加 の を持たせることが しいことと、 に関するこ

とは 体的な食事の作り方で教えるほうが効果があるためである。  

 

 はデータの を る。 ー の ではその ー に関する基礎デー

タを め、 CA の ースが終了する時には 度 な ストでデータを め、効果

の をするとともに、実施方法の考 をする。  

 

 上 の に って、後 プロジェクトの CA の保健分野の や実施方法を見

す。 

 

4  プログラム 

保健の ー は 月 を目 とする。 CA プログラムを参照 資   

 

 フ シ ーター 

 技術 グループの C が保健分野の ー を教える。プロジェクトの ・フ

シ ーターはその助手をして、 来的に自分でできるようになるように で

いく。 

 JICA のボラン アは C を して、保健 ー の実施に参加する。C はボラン

アから地域活 の技術を び、自分でできるようにしていく。 
 

6  健 断の 健  

 CA の活 の 環として健 を する。これは 気が 前に 断を行い、 要

に て 療をしていくものである。さらに、自分の健 状 を知ることによって、
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自分で自分の健 は るという意識を助 する。 CA の参加 は健 の につい

て び、健 を けるように ける。 

 

 健 の実施には健 を持つパトロ トと医 を持つ保健省と調整する 要が

ある。さらに、検査については ストがかかるので、 関および健 と協

議して資 をどうするのかを協議する 要がある。 の いも考える。 

 

 2009 年の 4 月から 6 月の間に 6 地域で 1 間に 1 の割合で CA の参加 を対象

に実施する。 

 

 健 データを する を 備し、住民の健 状 をモニターする。 

 

 自の健 ートを作成する。  

 

7  要な ソース 

CA および健 には教 や資 となる。 パイロットプロジェクトの資 ストおよび ス

ト参照 資  

 

8  教  

保健省や教育省 保健プログラムには多くの教 が する。これらの教 を する。

以下は CA で することが 来る つの い教 である。 

            .   
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資料  プロジェクト関係資料 

 

(1) 行政  

 

1
6

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



 2

 

(2) C P 地 組織 



 

(3) 組織図 

 

A. ン ラ 政  

2009 9 に、 ン ラ 審議会(CPC )という名 が、 ン ラ 政 ( PC )に

った。現在、 には、 クア ル共 の 法によると、 ン ラ 地方

政 という。  

に い、2009 12 に組織構造が になった。 な 化は の 2 つである。 

a) 生産と環境の 方を 当していた部局(生産環境部)が、2 つに た (環境管理

調整部と 域開発調整部)。 

b) の計画と la SENPLA ES（ 開発計画 ）による 計画との関係が 化さ

た。  
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B. 農 業  

農 業 (MA AP)の組織構造は、プロジェクトの前 で 化していない。 

 
 

C. 環境  

プロジェクト立 のために事前調査団が た時は、環境 (MAE)の 地域事務所が、

ト ングラ 、 トパクシ 、 ン ラ 、パスターサ を管轄していた。 

2009 1 に環境 ン ラ 事務所が生ま た。2009 は環境 事務所の

的な形 で組織が管理さ た。2010 1 ら ン ラ の実 にあった形 に

さ た。 
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. 保健  

保健 (MSP)の組織構造は、プロジェクトの前 で 化していない。  
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E. 教育  

保健 (ME)の組織構造は、プロジェクトの前 で 化していない。 

 

 



 7

 

(4) プロジェクト実施  

 

ア  2008 11 の事前調査団の提 2009 の実施 との  

 

1) 教育 は、教育部門の重要な ンターパートであると ら た。し し、教育 は、2

つの 事務所を持っている。ス ン 局と 局である。 方が、教育部門の農村

開発に関係を持っている。 こで、 方の 事務所が、 ンターパートになり、プロジェ

クト 委員会のメンバーになり、教育 ーキンググループのメンバーになった。 

によって、教育部門の 当な活動が実行さ た。 

2) 農村開発を 進するのに 員が必要である。事前調査団は、 社会管理部の

員達との連携を ていた。し し、プロジェクトの活動をするには な数の 員が

いな った。 こで、 は 2009 7 の 指導調査団の提 に って、プロジェクト

専 の 3 名の 員を 用した 

こ によって、プロジェクトが直 に集落 民と関係を持つ がもたらさ た。 

 

 2009 の実施 と現在の実施 の  

 

1) プロジェクト 委員会（COP）は、2010 5 までは 開 さ て た。COP は会議

開 の を することを め、2010 5 は 3 とに開 することになった。

の理 は、COP のメンバーが 実務的問題を議 するのに適していな ったこと

と、1 の間 では進 に な 化がな 、進 をするにもう し間 があった

うが まし った らである。 

COP の開 の を い、重要な実務的問題を議 する場として、長 会議が組

織さ た。この会議は、 ンターパート機関の長 らなっている。 

こ によって、 ンターパート間の連携が さ 、実務的問題を しあう場が生 さ

た。 

2) ーキンググループは、2009 のベースラ ン調査 戦略立 の活動で な役 を

たした。し し、パ ロ ト・プロジェクト実施 では全部の連携が必要となった。 こで、

総 農村開発を推進するための総 グループが形成さ た。 

総 グループは、 の各部門の 者、 事務所の 者、 員、

プロジェクト事務所によって構成さ る。総 グループは、プロジェクトの 的

実 的問題を する。 

こ によって、各部門の 者の連携が さ た。実務者の立場 ら長 会議に提 を

実施する。 

3) 戦略は、 要なパ ロ ト・プロジェクトとして農民 （ECA ）を 用した。ECA は6

集落で実施さ る。 って、 は各集落を 当する 6 名の 員を 用した。 
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(5) 機関  

) ントン 政  

 Ｏ Ａ郡 

名前 COLTA 郡政  

郡直 のモデル集落 El Li io  uacona ande  Canal uacona y Rumiloma 

市長 IN . ERMEL TA UPAN A 

事務所 o i a  y 2 de A o to  Municipio de Colta  (593)- 32 912 202 

業務時間 平日 7:30～ 12:30 と 13:00～16:00 

人数 113 人の職員 

活動： 

Colta 郡の 予算を実行する。Colta 郡（市）役所は、 の い 的 的サービスの提供

を して、郡の 民に い生活を推進する地方 政 である。観光開発 プロジェクト

と行い、文化、ス ー 、社会的 産保 の市民 プログラムを設定している。 

専門性（目的） 

a) 市民 と、 内組織 組織の で、 的な財政管理を 化する。 

b) 民 的で の方法で、 に、 的に、 に、集落の ー に対し適 なサービス

をもたらす。 

c) 的必要性に適した、組織的、行政的、財政的、 的構造によって、 ン ラ のモデ

ル郡となる。 

d) 郡 らの 的サービス提供を がけ約 する ーキング ームとなる。 

プロジェクトとの関係 現在はない 

San Ma t n Alto は、Columbe パロキア委員会の管轄 にある。 

Columbe パロキア委員会は、郡内の の農村部パロキアとともに、Colta 郡政 の管轄 にあ

る。 

Colta 郡政 の 部にはパロキア委員会がな 、 記 4 村は 集落とともに、Colta 郡政 の直

轄 にある。 

 





 ＡＭＯ 郡 

名前 UAMOTE 郡政  

郡直 のモデル集落 C i maute Telan 

市長 SR. JUAN E IOS ROL N ARELLANO 

事務所 10 de A o to y A Montal o. Tel : (593)-32 916-249 

業務時間 平日 7:30 ～ 12:30 と 13:00～ 16:00) 

人数 391 人の職員 

活動： 

郡政 の開発活動の計画、実施、持 性。郡内の な社会階層の直 的 的 で 民の

社会経済開発を保 するように、公共事業とサービスのプロジェクトを、 が 、タ ミングの い

もの と活発化する。 

専門性（目的） 

a) 集団の に め、地方の利 の 進と保 に する。 

b) 郡内の市 地と農村の物理的開発を計画し推進する。 

c) 文化、教育、社会 の発展と改善に関し、 の組織と連携する。 

d) り る の 、社会政 経済 で郡が直 している問題の も適 な を調 、

し、 する。 

プロジェクトとの関係 現在はない 

Sa ac upa は、Palmi a パロキア委員会の管轄 にある。 

Palmi a パロキア委員会は、郡内の の農村部パロキアとともに、 uamote 郡政 の管轄 にあ

る。 

uamote 郡政 の 部にはパロキア委員会がな 、 

C i maute Telan は 集落とともに、 uamote 郡政 の直轄 にある。 

 

 

 
ＡＭＯ 郡政 組織図 
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③ ＲＩＯＢＡＭＢＡ郡 

名前 RIOBAMBA 郡役所 

市長 LIC. JUAN ALBERTO SALAZAR LÓPEZ 

事務所 5 de Junio y Veloz. Tel: 03-2966-000 - Fax: 03-2969-494 

業務時間 平日：8:00～ 12:00 と 14:00 ～ 18:00 

人数 867 人の職員 

組織構造 

1. 郡審議会  

2. 市長       

2.1 祝祭委員会       

2.2 集落との連携       

3. 管理・人的資源部       

3.1. 人的資源       

3.2. 訓練・組織開発       

3.3 職員の安全保障・保健    

3.4 総務サービス       

3.5. システム       

4. 文化部      

4.1 文化推進     

4.1.1 文化センター       

4.1.2 印刷       

4.2 教育・娯楽サービス      

4.2.1 図書       

5. 審議会書記局       

5.1 市民応対窓口       

5.2 資料室    

 

6. 金融部       

6.1. 予算       

6.2. 会計       

6.3. 倉庫       

6.4. 固定資産       

6.5. 料金       

6.6. 財務       

6.7. 調達 

7. 衛生部     

7.1. 環境管理       

7.2 固形廃棄物 

7.3. 冷凍畜殺所       

7.4 墓地   

7.5 実験室   

8. プロジェクト部       

8.1 開発マーケティング部      

8.2. 観光       

8.3 バスターミナル       

8.4 プロジェクト       

9. 計画部       

9.1 計画、プログラム、プロジェクト     

9.2 郡域管理      

9.3 文化財       

9.4 土地登記   

10. 法律顧問       

10.1 公的契約       

10.2 法的管理       

11. 内部監査       

12. 公共事業部       

12.1 計画実施      

12.2 緑地・健康空間     

12.3 査察       

12.4 維持管理      

12.4.1 鉄道公園      

12.4.2 産業      

13. 司法、警察、警備部  

13.1 市場管理       

13.2 郡警備       

13.2.1 保健衛生      

13.2.2 建設警備      

13.2.3 賃貸警備      

13.3 郡警察・市民安全

保障      

14. 財団・人的開発 

(組織図はない。)   

活動： 

市民の恩恵を発展させる活動を改善させるために、各部課に当てはまる戦略を作成する。 

専門性（目的） 

1. リオバンバ市を美都にするため、社会的、経済的、物理的、行政的順序で成長を準備し、指導

し、整理し、刺激することを目指す郡の開発計画を作成する。 

2. 郡の都市部と農村部の開発の調整計画の実現に必要な地方公共事業を企画し、計画し、設計

する。 

3. 異なる階層レベルの機能を調整し、全メンバーの活動を規範付けるのに役立つ、機能組織を設

計する。 

4. Riobamba 郡役所が、利用者の安全性、快適性、健全性をもたらすように、公共サービスを改善す

るのに役立つプログラムを作成する。 

5. 当局が配慮するようにする目的で Riobamba 郡役所が提供するサービスにとって重要な問題を確

認する 

プロジェクトとの関係 現在はない 

モデル集落で、Riobamba 郡の直轄となっている場所はない。 

Rumicuzは、Calpiパロキア委員会の管轄であり、  

Cecel San Antonio は、Licto パロキア委員会の管轄である。 
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) パロキア 政  

 Colta 郡 

名前 COLUMBE パロキア委員会 (COLTA 郡) 

パロキア内のモデル集落 San Ma t n Alto 

委員長 LIC. JOS  J. NARANJO EVAS  

事務所 Eloy Al a o  (593) 32 320 103 

業務時間 平日：8:00～ 17:00 

人数 公的職員 ( 書) 名 、パロキア委員会委員 名 

組織構造 

 
 
活動： 

パロキアの生産的開発を計画する。パロキア内の の生活 を させる目的で、プロジェクト

を り、企画し、実施することを 能にする 的文書を う。 

専門性（目的） 

. パロキア共 の農業社会経済の実 を確認する。 

. パロキア共 の ー を たす を提 するため、問題と ー を確認し、 付ける。 

プロジェクトとの関係 現在はない 

 



 15

 uamote 郡 Sa ac upa 

名前 PALMIRA パロキア委員会 ( UAMOTE 郡) 

パロキア内のモデル集落 Sa ac upa 

委員長 SR. MANUEL NAULA 

事務所 Cobo y Vela co  (593) 32 931 915 

業務時間 平日 7:00～ 12:00 と 13:00 ～16:00 

人数 
パロキア委員会の 人の委員、 人の 者、 

名の職員、 名の 書 

組織構造 

 
 

活動： 

200 ら 300 の予算で集会場 の建設 料プロジェクトを行う。N O、農 業 、教育 、公共

事業 と行動調整を行う。農 生産、教育、道 のテーマで訓練する。パロキア計画を作成する。 

専門性（目的） 

用源、生産、農 生産物の集 センターを生 す。 

プロジェクトとの関係 現在はない 
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③ Riobamba 郡 Rumic uz 

名前 CALPI パロキア委員会 (RIOBAMBA 郡) 

パロキア内のモデル集落 Rumic uz 

委員長 SR. ANTONIO PACA 

事務所 24 de Mayo y uaya uil  (593) 32 620 251  

業務時間 平日：8:00 ～16:00 

人数 公的職員 ( 書) 名 、パロキア委員会委員 名 

組織構造 

 
 

活動： 

Calpi パロキア委員会の会議を して、パロキア開発のための予算とプロジェクトを作成する。公共事業、環境、教

育、保健、 資源、観光のプロジェクトを 行する。 

専門性（目的） 

. 計画を して Calpi パロキアを育成する。 

. パロキア委員会の予算を してプロジェクトを 行管理する。 

プロジェクトとの関係 現在はない 
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 Riobamba 郡 Cecel San Antonio 

名前 LICTO パロキア委員会 (RIOBAMBA 郡) 

パロキア内のモデル集落 Cecel San Antonio 

委員長 SR. VINICIO TENEMPA UA  

事務所 Riobamba y Boli a  (593) 32 334 129 

業務時間 平日：8:00～ 17:00 

人数 公的職員 ( 書) 名 、パロキア委員会委員 名 

組織構造 

 

 
 

活動： 

道 の について、 の 予算 成 リオバンバ郡 の 予算を する。公共

施設 動施設の建設をする。 民組織に資金 の をする。 

専門性（目的） 

道 、保健、 のプロジェクトを 管理する。 

プロジェクトとの関係 現在はない 



 18

 
) の 機関 

 

 ＯＭＩ  ン ラ 民 動会議 

 

名前 COMIC : ン ラ 民 動会議 

事務所所在地 uaya uil y Juan de Vela co  Ca a Indi ena. 

者名 SR. FRANCISCO MOROC O 

連 時間 平日 8:00 ら 18:00 

人数 10 人 

組織構造 部局 

ン ラ 内 33 組織 700 民集落を 。 

記 連 係の書記 

教育指導者 

性問題指導者 

財政指導者 

司法指導者 

保健指導者 

土地 地 資源指導者 

指導者 

 

 
 
活動: 

ン ラ の の集落の 村議会の組織的 化にために活動している。 

専門 (目的): 

畜産 園の 験農場のような生産プロジェクトを管理する。 

集落金庫委員会 リー ーの育成 を調整する。 

を 直し、訓練によって異文化を す。 

的農場 を訓練する。現在 訓練を けた 40 名の農民がいる。 

プロジェクトとの関係 プロジェクト 委員会 調整委員会の現行メンバーである。 
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 CONPOCIIEC : ン ラ バン リ 民の人民、組織、集落、教会の会議 

 

名前 
CONPOCIIEC : ン ラ バン リ 民の人

民、組織、集落、教会の会議 

事務所所在地 E an eli ta Cale o y Co do e  (593) 32 968 905 

者名 PASTOR. PABLO UAC ILEMA 

連 時間 平日 8:00 ～18:00 

人数 25 人 

組織構造 部局 

委員長 

委員長 

組織 化 書 

関係 組織間関係 書 

総 社会開発 書 

部 書 

性 書 

教会議議長 

部 

教育 部 

AIIEC  の ラジオ部（AIIEC ン ラ 、 バン リ 民教会連 ） 

：組織図はない 

活動: 

要活動は、 バン リ の教育、文化、 教の訓練テーマと、ラジオを して、 バン リ

の 組に 付けら る。 

専門性（目的） 

1. CONPOCIIEC 教会と して たな善民 の を 進する。 

2. 、教育 、キリスト経リー ーシ プについて、 ン ラ の教会 者組織の 祭

を訓練する。 

3. 供 けに に ける教会 者組織の バン リ の ベントを組織する。 

プロジェクトとの関係 プロジェクト 委員会 調整委員会の現行メンバーである。 
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③ INCCA: 立農民訓練 会 

 

名前 INCCA: 立農民訓練 会 

部所在地 
uito. A . Eloy Al a o N. 30 - 350 y Amazona  - Ed. MA AP - 

6to. (593) 22 540827 

事務所所在地 Riobamba  A . 9 de Octub e - MA AP C imbo azo 

者名( ン ラ ） IN . JULIO LO RO O 

務時間 平日 8:00 ～ 18:00 

ン ラ に ける人数 1 名 

全 での人数 22 名 

組織構造 部局 

 

 
 

活動: 

内の 訓練 の計画、プログラム、プロジェクトを組織し実施する。 

専門性 (目的): 

 要に を当て、 的 者として、農業部門の生産 活性化のための 的行 者とし

て、生産的、企業的、組織的能 を 化し、開発 進者としての 者 訓練サービスの提供者

として共に活動して、 な によって、農村の人的資 を育成する。 

プロジェクトとの関係 プロジェクト 委員会 調整委員会の現行メンバーである。 
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 INIAP: 立 農業 所 

 

名前 INIAP: 立 農業 所 

部所在地 
uito  i ecci n:A . Eloy Al a o N30-350 y Amazona  Edi icio MA  

(pi o 4) 

事務所所在地 A . Se uicentena io y Mi uel n el Ji n (593) 32 962 793 

全 での人数 391 人 

ン ラ に ける人数 5 人 

務時間 平日 8:00 ～ 18:00 

組織構造 部局 

総 管理  

1. プロセス  

1.1 組織戦略、 、予算計画、財政 の

認と所長の  

： 部会 

1.2 、 、農 部門の財サービスの

生産の政 の指導 

：所長 

1.3 と 、財サービスの生産の

政 の実行の調整と管理 

： 所長 

2. プロセス  

2.1 顧問 

2.1.1 内部監査 ：総監査役 

2.1.2 法律 ： リア 局長  

2.1.3 計画 ： リア 局長 

2.1.4 人的資源管理 ： リア 局長  

2.1.5 社会 ミ ケーシ ン ：プロセス局

長 

2.2   

2.2.1 財務管理 ： リア 局長 

2.2.2 管理 ：プロセスリー ー 

3. 付 プロセス  

3.1  管理 ： リア 局長 

3.2  管理 リア 局長 

3.3  財サービスの生産 管理 リア

局長 

3.3.1 アグロ ン ストリー  

地方 プロセス 

地方 プロセス 

験場 

4. プロセス  

4.1 の 財サービスの生産の

政 の管理と実行 ： 験場長 

5. プロセス  

5.1 顧問  

5.1.1 計画 ： ームリー ー 

5.1.2 人的資源管理 ：プロセス調整員 

5.2   

5.2.1 財務管理 ：プロセス調整員 

5.2.1.1 会計予算  

5.2.1.2 財務  

6. 付 プロセス  

6.1 の   

6.2 管理  

6.3 財サービスの生産  ：プロセス調整員  

: 組織図はない。 

活動: 

1959 の 設 、INIAPは、 の農 生産 に するため、 の を生 し けてい

た。INIAP は、 民の 料安全保障を達成することと、 化の課題にうま 立 うため、 的農

生産を する必要性を たすことに に り組 で た。 

化の で、 約に し、 の い農 生産物を める 市場の要 に 会い、

の農 に適した の応用を する必要が生ま て た。 

直 的に、あるいは、 クア ルの の 民組織と して、農 部門、アグロ レストリー部門、ア

グロ ン ストリー部門の持 的開発に するため、適 な 、生産物、サービス、専門的訓練を

生 し提供する。 

プロジェクトとの関係 

・プロジェクト 委員会 調整委員会の現

行メンバーである。 

・INIAP と の 定に プロジェクト の

。 
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 INTI: 総 地  

 

名前 INTI: 総 地  

事務所所在地 Riobamba  A . 9 de Octub e - MA AP C imbo azo 

ン ラ 者 IN . AVI  TORRES (084411485) 

全 での人数 

9 に 人 つの シリテーター(Boli a  Cotopaxi  

C imbo azo  Ca a  uaya  Imbabu a  Manab  

Tun u a ua y Pic inc a) 、管理業務人数は  

ン ラ に ける人数 1 名 

組織構造 部局 

組織階層 機能 行動 

社会 域 部門委員会 定の政 的レベル 

戦略の 指導 ーム 戦略実施の 間的レベル 

の ーム  、実施、モ タリングをする地方レベル 

地 の ーム ( ントン、パロキア、村

落）  

の 定、地 の必要性 の提 の適  

活動： 

と6 ら を する。保健、社会保 、教育、安全な の提供、 改善の政

サービスの バー範 の を す。 に、 配慮 ームを した重 の 調 に

対する モ タリングシステム 、 事 監 システムの実施を導 する。 1 ェー 、

INTI は、 ン ラ で 調 指数が いアラ シ、グアモテ、 ルタ郡を対 としている。 

専門性（目的） 

INTI の戦略は、 の の の 、 、 前と の時 を して、つまり、人

生サ クルの の重要時 に ける、 調を ために、 配慮グループ（5

の 、 の 、 の ）の を改善することと目的としている。 

プロジェクトとの関係 のとこ い 
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 PI : ン ラ 開発 資プロジェクト 

 

名前 PI : ン ラ 開発 資プロジェクト 

調整員 ECO. ECTOR VALENCIA  

事務所 P ime a Con tituyente y Ca abobo  Edi icio de PC  

人数 11 人 

組織構造 部局 

 

 
 

活動: 

ン ラ に ける道 の調査の実施と契約、道 システムの建設と  

専門性 (目的): 

道 と  

プロジェクトとの関係 なし。事務所が い にある。 
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 S ISSAI : ス ス開発 金 

 

名前 S ISSAI : ス ス開発 金 

 SRA: LILIAN VALLEJO OR ÓN 

キト事務所 
uito  U banizaci n Lo  uabo  Calle B Ca a  57  Cumbay  

(593) 2 2894950 

ン ラ 事務所 Riobamba  La ea y Veloz  Edi icio El C ac  

全 人数 13 人 

ン ラ 人数 1 人 

組織構造 部局  

調整員 法的 者 

アシスタント 

 

シリテーター部 

Imbabu a シリテーター 

Pic inc a シリテーター 

Cotopaxi シリテーター 

Tun u a ua シリテーター 

C imbo azo シリテーター 

Bol a シリテーター 

 

者 

地域プログラム 者 

部地域プログラム 者 

資源村落管理 者 

政 的 者 

会計管理 者 

 

ンターパート 

 

: 組織図はない。 

活動: 

料 安全保障、 のアクセス、 人 集団の 利と 務の行 を達成するため資源が

しい人 の能 を 化する 

専門性 (目的): 

安全保障、環境管理、組織会員 化 

プロジェクトとの関係 
Cecel San Antonio 村で 料 プロジェクトを実施 

（ま 道がない に を ） 
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(6) 政 環境  
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(7) クア ル 提供の施設 
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 実施プロセスに関する事  

 

(1) プロジェクトの  
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(2) 指導調査の提 、実施  
 

1  指導 

間：2009 6 8 日～6 12 日 

調査団： 成日 専門員 

 

指導調査の提 内  

1) プロジェクトの が である。 

2) ンターパート機関が、プロジェクトに ンターパートを配 する。 

農 、環境、教育、保健の つの ーキンググループに対し、 ら 2 名、各 事務所

ら 2 名が配 さ る。教育部門に関しては、ス ン 局 ら 2 名、 局 ら 2 名とす

る。 らの 2 名と、 らの 2 名を して 計 4 名が ーキンググループで 。 のう

、1 名はプロジェクトに する。 

3) 対 集落は、6 村（Rumic uz  Cecel San Antonio  San Ma t n Alto  El Li io  C i maute Tel n  

Sa ac upa）ではな 9 村とする。こ は、El Li io は 3 村(Canal uacona  uacona ande  

Rumiloma)と 委員会を 成して り、 な関係があるためである。 

4) 集落で 開発を進めるために 計 4 名の 員を 用する。 の 6 村に関しては ン

トン の 2 村を 1 名 つの 員が 当する（Rumic uz と Cecel San Antonio  San Ma t n Alto

と El Li io  C i maute Tel n と Sa ac upa）。 の 3 村(Canal uacona  uacona ande  

Rumiloma)に関しては 4 人目の 員が 当する。 

5) 各 ーキンググループの で、 ンターパートが 的に、ベースラ ン調査を実施し、成

をまとめ、 に 持 的総 農村開発戦略をまとめ。 行事業を行なってい 。 

6) 持 的総 農村開発戦略 定に関して、4 の 専門 が るまでに、 を作成して

。 

7) 行事業実施に関して、 と JICA けでな 、各 事務所も各 の 行事業につ

いて 用を する。 

 

実施  

1) 指導調査団は リビアの事 を利用してプロジェクトの 要 の があった。プロジ

ェクトは、 の をビデオ化しプロジェクト 委員会で した。プロジェクトの が

であることを、 ンターパートレベルには文書にして し、集落レベルに関し

ては全村で行なった ークシ プで して った。 

2) 各 ーキンググループに ンターパート機関 ら 2 名 つが した。各 事務所と

の関連部門 ら局長と 者の 2 名が するようになった。し し、各 ーキンググル

ープ ら 1 名 つがプロジェクトに 務するようにはならな った。こ は 的に、 の機関

が 者を す を 確に めな ったことに がある。 

らは、 指導調査団の提 、プロジェクトマ ージ ーと 調整員者が で

プロジェクト業務に することになった。 

3) 対 集落は、9 村（Rumic uz  Cecel San Antonio  San Ma t n Alto  El Li io  C i maute Tel n  

Sa ac upa  Canal uacona  uacona ande  Rumiloma)となった。 

4) ら 3 名の 員が配 さ た。 の 3 村に関しては、 名の 員で けをして、

1 名が 3 村 つ 当することとなった。 

5) ンターパートと専門 が して、ベースラ ン調査を実施し、成 をまとめ、 に

持 的総 農村開発戦略をまとめて た。戦略 定のために 4 名の 専門 が たと

は、 ンターパート機関 ら のスタ が 専門 と作業するためについたが、

の時は配 さ な ったため、プロジェクトオ ィスの人間 けで作業してこなけ ならな

った。 

6) 各 ーキンググループで、 ークシ プの に 、各 に関して各集落が

な ー を持っている を整理し、 を各 の戦略 定の を作成するため、集落

に共 する重要課題をまとめた。 

7) 行事業実施の 用 について、各 ンターパート機関と 議したが、 事務所は

予算的に がないということで、 と JICA けが 行事業の 用を してい ことにな

った。 事務所は、 行事業の事業内 が各 の政 に っている場 は、
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行事業の 用を で る 能性もな はないが、 的に予算をプロジェクト用に配 する

のは しい にある。 

 

 

2  指導 

間：2009 11 14 日～11 20 

調査団： 成日 専門員 

 

指導調査の提 内  

1) 持 的総 農村開発戦略を実施してい ためには、 の整備が重要である。各 事

務所は、局長クラスではな 、実務レベルの、 スタ 1 名と スタ 1 名をプロジェ

クトに配 する。 

2) プロジェクトの を 2 名にする。 

3) パ ロ ト・プロジェクトとして 6 村で農民 を行なうので、6 名の 員を 用する。 

4) プロジェクトスタ の 員に会 せて、プロジェクトオ ィスのス ースを する。 

 

実施  

1) 農業 畜 らは、1 名の 者がプロジェクトに配 さ に数日 務している。環境

らは、1 名の 者がプロジェクトに配 さ に数日 務している。保健 らは、1 名の

者がプロジェクトに配 さ に数日 務し、1 名が で必要な時に い ることに

なっている。教育 ス ン 局 らは、1 名の 者がプロジェクトに配 さ に数日

務し、1 名が で必要な時に ことになっている。教育 局 らは、1 名の

者がプロジェクトに配 さ に数日 務している。 らは、各 に関係するスタ

が必要な時に することになっている。 の 2 名の 者（プロジェクトマ ージ ーと

調整員者）が でプロジェクトで いている。 

2) ら、プロジェクトに 2 名の が配 さ た。 

3) は 、 ンターパート 者の を け、6 村でパ ロ ト・プロジェクトとして農民

を実施してい ために 6 名の 員を った。 

4) 行事業用の機 を いて 倉庫と、プロジェクトの 3 の の ス ースがプロジェ

クトに提供さ た。オ ィスス ースについては、プロジェクトオ ィスの い の部 を っ

ている ン ラ 財団の部 を、 財団の に るということになった。し し、ま

して ら 、オ ィスス ースの がで ていない。 のため、各 らの 者に対

し、専用の がない である。 

 

 

3  指導 

間：2010 4 6 日～4 9 日 

調査団： 成日 専門員、 職員 

 

指導調査の提 内  

1) 行事業を実施してい ためは、各 ンターパートの な が必要である。プロジェクト

の 者の を 実させてい ことが必要である。 

2) プロジェクト 委員会は実務的な議 をする場となっていないので、開 、 のあ

り方を する。 

3) ンターパート機関の長 クラスによる実務的な会 を必要に応 て開 するようにする。 

 

実施  

1) 行事業に関して 4 部門の連携しよる 的計画を、全 ンターパート機関の によって

作成した。 は、 を連携して推進してい 。 

2) 5 26 日のプロジェクト 委員会で、プロジェクト 委員会を、 は、 に 1 開 す

ることに まった。 

3) ンターパート機関の長 クラスによる会 を、 的に、 日に開 すること

に まった。 
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(3)  

 
 プロジェクトは、 の方 に 、 開発による持 的総 農村開発の実施 を

整備し、 的に事業展開する プロジェクトの 作りを行なうことを目指している。 のために、

ベースラ ン調査と、 ークシ プ（PCM）によって、集落 民の ー を し、 に

いて戦略を立 し、 の戦略に って、パ ロ ト・プロジェクトを行い、 こ らの教訓を プロジェ

クトに提 することが、プロジェクトの として 定さ ている。 プロジェクトは、 定の の導

を 要目的とするものではな 、 整備を 要目的としている。し し、プロジェクト活動に関して

つ の が導 さ た。 

 

プロジェクトで導 した ： 

 

Ｍ（ ークシ プ） 

 民の ている現 を し、 ー を ら ににし、 り組 アプロー を して、戦

略立 に役立てるための 法として プロジェクトは PCM を 用した。 

 PCM 法の 専門 が、7 26 日 ら 8 28 日まで した。 ンターパートに PCM 法の

指導を行なった。対 モデル集落 6 村で ークシ プを実施して し、 りの 3 村に関

しては、 ンターパートの で ークシ プを実施した。 

 ークシ プに 、戦略 定のためのアプロー 方法も 専門 が指導してい

った。9村の ークシ プが4つの ーキンググループが各 の戦略の として各 の

共 課題をまとめた。 

 PCM は、 ンターパートに していると ら る。 

 

総 農村開発立 のプロセス 

 プロジェクトの までの活動を して、PCM ークシ プで ら にさ た農村 民サ

の ー を し、農村開発の 要関係部門が連携して戦略を 定し、 の戦略に った 的な部

門連携総 開発計画を立ててい プロセスが ンターパート に った。（成 として、ベースラ

ン調査の各 の 書、持 的総 農村開発戦略、2010-2011 PMS の総 計画がある。） 

 

ECA （農民 ） 

 プロジェクトの持 的総 農村開発戦略を進めてい ために、 して、4 の連携を 進してい た

めに、農民 (ECA )が、 用さ た。 

ECAS 指導の 専門 が ECA シリテーター 、集落での ECA の方法、 者 と

オリ ンテーシ ンのために、2000 2 25 日 ら 4 9 日まで した。3 8 日～3 19 日に

ECA シリテーター を実施した。ECA の クア ル専門 が 3 8 日～3 16 日まで

の を めた。 シリテーター をしてもらった クア ル専門 には、8 時 、

4 に ECA が するまで、ECA の活動を定 的に指導してもらうように 済 である。 

 ECA の 法を ったプロジェクト活動は に開 さ ている。 場での が実施 であるし、

機 料 土 保全関する 業 衛生指導の 業が行な て ていうる。 

  ECA は、農民の を するために 用さ ている。ECA が りに する

う の は現時 では である。
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